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関 西 大 学 

帝人フロンティア株式会社 

 

関西大学（本部：大阪府吹田市、学長：芝井 敬司）システム理工学部の 田實 佳郎 教授

と帝人フロンティア株式会社（本社：大阪市北区、社長：日光 信二）は、昨年開発し

た組紐状のウェアラブルセンサー「圧電組紐」を活用し、一定の刺繍模様をパターン化す

ることで、使用する生地や刺繍する位置によらず簡単にセンシングでき、ファッショ

ン性を兼ね備えることもできる世界初のセンシング技術「圧電刺繍（e-stitch）」の

開発に成功しました。 

この圧電刺繍（e-stitch）は、1月 17 日から東京ビッグサイトで開催される「第 4回

ウェアラブル EXPO」において初めて展示されます。（ブース No.西ホールＷ１５-５） 

圧電体は、圧力を加えると電気エネルギーを

発生し、逆に電気エネルギーを加えると伸縮す

る特性を有する物質の総称で、その特性を利用

し、スイッチなどのセンサーやスピーカーな

どのアクチュエーター（駆動体）として使用さ

れています。そして、関西大学と帝人グループ

は、2012 年にポリＬ乳酸とポリＤ乳酸を積層さ

せることで透明性・柔軟性を付与した「圧電フィ

ルム」、2015 年に世界初のポリ乳酸繊維を用い

たウェアラブルセンサー「圧電ファブリッ

ク」、2016 年に従来の圧電素子にはない、荷重依

存により持続的に電圧が発生するという特性を持

つ「圧電ロール」、2017 年には組紐の技術を用

いることで、1本の紐で「伸び縮み」「曲げ伸

ばし」「ねじり」といった動きのセンシングを可

能にした「圧電組紐」を共同開発してきており、

環境配慮型素材であるポリ乳酸を圧電体として適

用する可能性を拡げてきました。 

 

ファッション性を兼ね備えたウェアラブルセンシング 

圧電刺繍（e-stitch）の開発について 

圧電刺繍（e-stitch）を活用した 

レディースウェア 



こうした中、関西大学と帝人フロンティアは、柔軟で屈曲性を有する圧電組紐を活

用することにより、「センシングのためにセンサーを装着する」という従来の概念を打破

し、センシングの簡便性とファッション性とを併せ持つ技術へと発展させるべく共同開

発を進めてきました。このたび開発した圧電刺繍（e-stitch）は、様々な刺繍パター

ンを解析し、用途に応じたセンシング特性を発揮させることにより、これまでのセン

シングデバイスにはないファッション性を兼ね備えたウェアラブルセンサーを実現した

ものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「第4回ウェアラブルEXPO」では、圧電刺繍（e-stitch）を活用したレディースウェ

アを展示します。これは高い伝統技術を現代ファッションの代表格であるジーンズに導入

した、「京都デニム」ブランドで知られる有限会社豊明が制作したサンプルで、ファッシ

ョン性を有しながら身近でセンシング可能という圧電刺繍のコンセプトを表現しま

す。また、ペットの見守りができる圧電刺繍ペットウェアや、スポーツ分野での応用

が期待される圧電刺繍インソールなども展示します。 

関西大学と帝人グループは、今後も産学連携により、これまでにない価値の創出

を強力に推進していきます。そして、環境配慮型素材であるポリ乳酸による圧電体の可能

性を追求することにより、さらなる技術確立や、センシングへのファッション性の付

与などを通じて、ＩｏＴ社会の進展に貢献していきます。 

 

以    上 

【 当件に関するお問合せ先 】 

帝人株式会社  コーポレートコミュニケーション部  TEL:(03)3506-4055 

クロスステッチ 

（曲げ） 

チェーンステッチ 

（伸縮、ねじり、曲

げ） 

フライステッチ 

（ねじり） 


